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次のページの資料１～３を読み、下記のすべての条件を満たし、以下の問いに答えなさい。 

 

【問い】 

資料１～３から読み取ることができる、日本社会が解決しなければならない課題を挙げなさ

い。また、それに対するあなたの考えを、これまでに学んだことを使って書きなさい。 

文字数は 600 字以内で書きなさい。 

 

【条件】 

１．段落分け（構成）すること。 

２．最低 500 字以上記述すること。 

３．理由や根拠を明確にすること。 

４．構想などはメモとして、解答用紙の余白ではなく別紙のメモ用紙に必ず残すこと。  

５．文字は正しく、採点者が読める形で書くこと。 

６．文章は、常体（だ・である体）で書くこと。 

７．資料を活用する際には、「資料１によると～、」「資料２は～」などの表現を用いて、

書くこと。 

 

 

 

 

 

 



○資料１：自民党ホームページ「政治刷新車座会議」全国で開催へ（2024 年 3 月 16 日） 

 

（出典：自由民主党ホームページ。URL：https://www.jimin.jp/news/information/207825.html） 

 

○資料２：「ひとり親世帯に温かい社会を」 ＡＤＢ（アジア開発銀行）副官房長 児玉治美氏（多様性 私の視点） 
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私は昨年夫を亡くし、２人の子供を抱えるシングルマザーとなった。海外に住み、家事や育児に多くのサポートを得な

がら仕事をしていて、幸い生活面での不安はない。  

 

 日本のシングルマザーの貧困率は約５割だ。経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）諸国の中でも日本のひとり親世帯の貧困率

は際立って高い。子供の９人に１人が貧困状態にあるという事実も驚愕（きょうがく）である。  

 

 背景には離婚した女性や未婚で子供を産む女性に冷たい社会がある。離婚後の養育費一つとっても、日本では裁判所で

決定しても支払われないケースが多いが、欧米では養育費不払いは犯罪である。国が養育費を立て替えたり、給与から天

引きして強制的に徴収したりする。滞納した場合、運転免許やパスポートの取り消しをする国もある。  

 

 日本の行政によるひとり親世帯への支援も不十分かつ複雑だ。貧しい子供への偏見やいじめ、人に助けを求めることを

恥じる文化的背景もあり、生活保護に頼らず必死に頑張るシングルマザーがほとんどだ。諸外国の女性が積極的に支援を

求めるのとは対照的である。  

 

 しかしいくら働いても生活が楽にならないのは、シングルマザーの多くが非正規雇用で低賃金だからだ。ＯＥＣＤ諸国

の中で日本はひとり親の就業率が９割近くと最も高いにもかかわらず、母子家庭の所得は国民平均の半分以下だ。  

 

 生涯フルタイムで働ける男性が正規雇用されるのに対し、多くの女性は出産、育児で退職すると容易に正規雇用に戻れ

なくなる。母子家庭では雇ってもらえないことも多い。雇用政策を根本から考え直す時にきている。  

 

 食べることにも困って「こども食堂」に通うシングルマザーや子供たち。豊かな国日本での隠れた貧困問題を、海外の

メディアも奇異（きい）な現象として取り上げている。  

 

 国は少子化対策として出産を奨励するだけでなく、一生懸命に生きるひとり親や子供への支援を充実させてほしい。同

時に、離婚した女性のみが養育費を負担したり、貧困に苦しむ子供が差別されたりすることのないよう、平等で人に優し

い社会を目指したい。 
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